
 

 

 

 

「教育の未来を拓く！エビデンスで変わる学びのカタチ」 

（第８回 尼崎市学びと育ち研究所報告会） 

 

尼崎市は、第８回尼崎市学びと育ち研究所報告会として、「教育の未来を拓く！エビデン

スで変わる学びのカタチ」を開催します。  
  「尼崎市学びと育ち研究所」では、子ども一人ひとりの状況に応じ、実社会を主体的に生きて

いくために必要な力を伸ばしていけるよう、外部の研究者を招き、中長期的な効果測定を通じた

科学的根拠（エビデンス）に基づく先進的研究を行っています。 
  報告会では、研究員による研究報告とともに、慶應義塾大学総合政策学部教授 中室牧子氏に

よる基調講演（オンラインによる登壇）を行います。 
 

１ 日時 

令和 7 年 8 月 19 日（火）午後 1 時から 3 時 50 分まで 
 

２ 開催方法と一般参加申込 

⑴ 現地講演（場所：小田南生涯学習プラザ ３階 ホール）定員 70 人 
⑵ YouTube「尼崎市学びと育ち研究所」チャンネルでオンライン配信 

後日、アーカイブを視聴することもできます。 

URL：https://www.youtube.com/watch?v=MBtUx-Q5DMU 
⑶ ⑴⑵ともに参加申し込みを令和 7年 8 月 15 日（金）まで受け付けしております。 

URL 
https://b449c1ba.form.kintoneapp.com/public/aa6656bd101c 
075392d7f478c88b58c506c966ed61c0009a6eedf8b4760d279b 

   （後日、アーカイブ視聴のみの場合は参加申し込み不要です）                   

 

３ 内容 

⑴ 基調講演 

尼崎市学びと育ち研究所の設立から深くかかわり、現在も教育経済学者として TV 出演多数

の中室牧子氏による講演です。（※オンラインによる登壇） 

テーマ：「科学的根拠
エ ビ デ ン ス

で子育て」 

講師：慶應義塾大学 総合政策学部 教授 中室 牧子 

 

⑵  研究報告 

ア 大竹 文雄 所長（大阪大学 感染症総合教育研究拠点 特任教授） 

 「長期欠席はなぜ増えたのか？」 

  イ 安藤 道人 主席研究員（立教大学 経済学部 教授） 

    「誰が支援を必要としているのか？ 

～いくしあデータから見る尼崎の子育て支援ニーズとその重なり～」 

ウ 北野 幸子 主席研究員（神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 教授） 

 「乳幼児教育を科学で紐解く～人格形成の基礎を培うことの大切さ～」 

  エ 中尾 繁樹 主席研究員（関西国際大学 教育学部 教授） 

令和 7年 7月 14日 

所 属 こども青少年課 

所属長 浅田 崇之 

電 話 06－6423-9996 

https://www.youtube.com/watch?v=MBtUx-Q5DMU
https://b449c1ba.form.kintoneapp.com/public/aa6656bd101c


 

 「幼児期に必要な運動プログラムの実践とその成果」 

オ 永瀬 裕朗 主席研究員（神戸大学大学院 医学研究科 特命教授） 

 「発達と学力に影響する幼児期の生活とは」 

カ 野口 緑 主席研究員（大阪大学大学院 医学系研究科 特任准教授） 

 「尼っこ健診・生活習慣病予防コホート研究」 

キ 濱島 淑惠 主席研究員（大阪公立大学大学院 現代システム科学研究科 教授) 

「ヤングケアラーのケア役割と性格に関する検討」 

ク 藤澤 啓子 主席研究員（慶應義塾大学 文学部 教授） 

「保育園が支える子どもの育ち」      

 

 

※ 当日、取材にお越しになられる報道関係者の方は、令和 7 年 8 月 15 日（金）までに担当

課へご連絡ください。                 

以 上 



参加申込

尼崎市学びと 育ち研究所の設立 から 深く 関り 、
教育経済学者と し てTV出演多数。
デジタ ル庁シニアエキスパート （ デジタ ルエデ
ュ ケーショ ン）。 政府のデジタ ル行 財政改革 会
議、 規制改革 推進会議等で有識者委員を務め
る。 著書「『 学力 』 の経済学」「 科学的根拠で子
育て」 は教育書と し て異例の30万部突破。
「 ワイ ド ！スク ラ ンブル」「 ホンマでっ か!?TV」
「 すく すく 子 育て」「 情報7daysニュ ースキャ ス
タ ー」 出演。

「 長期欠席はなぜ増えたのか？」

「 誰が支援を必要と し ているのか？
　 ～いく し あデータ から 見る尼崎の子育て支援ニーズと その重なり ～」

「 乳幼児教育を 科学で紐解く

　 ～人格形成の基礎を 培う こ と の大切さ ～」

「 幼児期に必要な運動プログラ ムの実践と その成果」

「 発達と 学力に影響する幼児期の生活と は」

「 尼っ こ 健診・ 生活習慣病予防コ ホート 研究」

「 ヤングケアラ ーのケア役割と 性格に関する検討」

「 保育園が支える子ども の育ち」

配信QR
（ 7/1以降発行 ）

配信QR
（ 7/1以降発行 ）

教育の未来を拓く ！

エビデンスで変わる

学びのカ タ チ
第8 回尼崎市学びと 育ち研究所報告会

子ども たちの学びや成長を科学的に探究する研究者が、 そ

の成果を発表し ます。 こ の会が、 教育現場の課題と 研究の

成果をつなぐ 対話の第一歩と なるこ と を目指し ています。

未来の教育を共に考えるきっ かけを、 ぜひご一緒に。

8/19(火 )13:00〜15:50

慶應義塾大学 総合政策学部 教授　

中室　 牧子
「 科学的根拠で子育て」

13 :0 0 〜基調講演 14:0 0 〜研究発表

エ　 ビ　 デ　 ン　 ス

参加費： 無料

定員： 70 人
要申込： QRコ ード から →

小 田 南生 涯学習プラ ザ

（ オンラ イ ン登壇）

（ 尼崎市長 洲中通１ 丁目 ６ −１ ０  JR尼崎駅より 徒歩５ 分）

ゲスト プロフ ィ ール

①現地参加 ②W EB参加

参加申込 当日W EB視聴



学びと 育ち研究所研究員による研究発表

所長　 大竹　 文雄  （ 大阪大学 感染症総合教育研究拠点 特任教授）

「 長期欠席はなぜ増えたのか？」

 

主席研究員　 安藤　 道人  （ 立教大学 経済学部 教授）

 「 誰が支援を 必要と し ているのか？
　 ～いく し あデータ から 見る尼崎の子育て支援ニーズと その重なり ～」

主席研究員　 北野　 幸子  （ 神戸大学大学院 人間発達環境学研究科 教授）

「 乳幼児教育を科学で紐解く

　 ～人格形成の基礎を培う こ と の大切さ ～」

主席研究員　 中尾　 繁樹  （ 関西国際大学 教育学部 教授）

「 幼児期に必要な運動プログラ ムの実践と その成果」

主席研究員　 永瀬　 裕朗  （ 神戸大学大学院 医学研究科 特命教授）

「 発達と 学力に影響する幼児期の生活と は」

主席研究員　 濱島　 淑惠  

（ 大阪公立大学大学院 現代システム科学研究科 教授)

「 ヤングケアラ ーのケア役割と 性格に関する検討」

主席研究員　 野口　 緑  （ 大阪大学大学院 医学系研究科 特任准教授）

「 尼っ こ 健診・ 生活習慣病予防コ ホート 研究」

主席研究員　 藤澤　 啓子  （ 慶應義塾大学 文学部 教授）

「 保育園が支える子ども の育ち」

※　 代理発表　 中京大学 スポーツ 教育学科 教授 國土 将平、 講師 佐野 孝
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